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ATP測定による保育器の清浄度評価

石上香、澁川紀代子
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【はじ

お る保育器 管ICUにおける保育器の管

ては 慣習的に行われてては、慣習的に行われて
に使用される消毒薬（洗浄に使用される消毒薬（洗浄
よって異なっている。

今回、A病院のNICUにお

nosine triphosphate me
以 測定）により保育以下ATP測定）により保育
を得たので第1報を報告すを得たので第1報を報告す

じめに】

管 特 交換頻度 関管理、特に交換頻度に関

ている事が多く 日常清ている事が多く、日常清
浄剤）に関しても各施設浄剤）に関しても各施設

おいて

easuring instrument測定
育器 清浄に関し 示育器の清浄に関して示
するする。



方

間 年 月 年間 2011年9月～2012年8
象 保育器に収容されてか象 保育器に収容されてか

または、コットに移床し

保育器交換の直前または保育器交換の直前または
TP測定を行う。測定を行う。

保育器を両性界面活性剤
空拭きを1日1回行う空拭きを1日1回行う。
ATP測定の場所は手入窓ATP測定の場所は手入窓
足元の4点とする。

ATP測定は３M社製のATATP測定は３M社製のAT
NG3 ATP測定用試薬 U

方法

月月
から7日以降に保育器を交から7日以降に保育器を交
した場合の保育器

は ト 移床となる直前は、コットへ移床となる直前

剤を用いて清拭し、その後

窓のドアのパッキン部、頭側窓のドアの ッキン部、頭側

TP測定器ルミノメ タTP測定器ルミノメーター
XL100を使用した



ATP測定

頭側 手入窓パッキン部分

定箇所

足側 手入窓パッキン部



【結

期間中 26台の保育器の期間中、26台の保育器の

TP測定した保育器は いTP測定した保育器は、い
を認めなかった。

保育器を使用した期間は

最長期間は14日、最短期
期間による差は認めなか

果】

のATP測定を行ったのATP測定を行った。

いずれも目視可能な汚いずれも目視可能な汚

は、平均8.3日

期間は7日であったが使
かった。



【結

側と足側 値は高頭側と足側のATP値は高

手入窓で最大値を示した
8000

手入窓で最大値を示した

ずれも外科手術後の
7000

8000ずれも外科手術後の

糸などの処置が
5000

6000糸などの処置が

われた患児が
4000

われた患児が

用していた
2000

3000
用していた。

期間中の対象者で
1000

期間中の対象者で

術患児は2名のみ）

果】

高くなか た高くなかった。

た2台はた2台は、

ATP測定結果



考察

頭側と足側はミルクの経
ツ交換による汚染の可能ツ交換による汚染の可能
、清掃困難な場所である、清掃困難な場所である

が触れないため、ATP値が

外科的な処置を行った患
TP値が高かった。

目視可能な汚染を認めなか

察

経腸注入や気管吸引、オ
能性があり 手が届きづ能性があり、手が届きづ
るがATP値は低かった。るがATP値は低かった。

低かった可能性がある。

患児の保育器の手入窓

かったが、使用済みの器具や



考
今回は ATP測定を実施し今回は、ATP測定を実施し

外科的な処置以外の、外科的な処置以外の
かった。

今後は、在胎週数、処置
会などの条件による保育
の関係性について調査の関係性について調査

について検討する必要がについて検討する必要が

考察
した保育器の台数が少した保育器の台数が少

条件について評価でき条件について評価でき

置の種類や頻度、家族の
育器の汚染や耐性菌獲
査し 清掃方法や交換時査し、清掃方法や交換時
がある。がある。



【結

保育器内は 目視可能保育器内は、目視可能
の操作により汚染されての操作により汚染されて

処置や家族の面会に応処置や家族の面会に応
育器の清浄度を保持し、

きる 能性がある長できる可能性がある。

論】

な汚染がなくても処置なな汚染がなくても処置な
ている可能性がある。ている可能性がある。

応じて清掃を行うことで、応じて清掃を行う とで、
保育器交換の間隔を延
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